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アンデックス株式会社では、塗装・乾燥工程での安全性を確保するため、
山波工場にヒートポンプ式乾燥炉を導入。熱源にヒートポンプを採用
し、開放式塗装ブースの近傍に乾燥炉の設置が可能となった。
また、「循環加温ヒートポンプ」を採用することで、さらなる省エネ化や
作業環境の改善を目指す。

アンデックス株式会社は、自動車補
修用塗装設備および乾燥装置の
メーカーとして国内トップシェアを誇
る。自動車ディーラーや板金塗装工
場、工業用大型塗装設備の分野から
高い評価を得ており、航空機・鉄道
車両・建機などの特殊塗装設備も数
多く提供する。本社ライブファクト
リーでは、ヒートポンプ式塗装乾燥
ブースを展示、「空気と温度・湿度を
制御するアンデックス」として、ユー
ザーに最適なシステムを提案する。

導入の決め手

アンデックス株式会社
山波工場さま

塗装・乾燥装置製造

エネルギー使用量削減
高効率の循環加温ヒートポンプを導入することにより、
従来のガスバーナー方式と比較して、一次エネルギー使
用量を60%削減できる見込み。
●一次エネルギー使用量 算出条件
◎電力・・・・・・・9.76MJ/kWh（＊1）
◎都市ガス・・・44.8MJ/Nm3（＊1）

＊1：エネルギーの使用の合理化に関する法律

CO2削減
従来システムと比較して、同工程でCO2排出量を55%
削減できる見込み。
●CO2排出量 算出条件
◎電力・・・・・・・0.550kg-CO2/kWh（＊2）
◎都市ガス・・・2.230kg-CO2/Nm3(＊2)

＊2：地球温暖化対策の推進に関する法律

ランニングコスト削減
循環加温ヒートポンプを導入することにより、従来シス
テムと比較して71%削減できる見込み。

メリット

循環加温ヒートポンプ 循環加温ヒートポンプ 

※グラフ数値はアンデックス㈱提供資料より

大型塗装乾燥炉へ
「循環加温ヒートポンプ」を導入
安全性の確保と
省エネ・CO2排出量削減を目指す

従来システム 導入システム
（ヒートポンプ乾燥炉）
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アンデックスで製造されている塗装ブース
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塗装・乾燥工程での安全性の確保と省エネ化を実現
塗装・乾燥工程では、作業効率向上の観点から、塗装ブースと乾燥炉が隣接される
ケースが多く、より安全性を重視する必要がある。ヒートポンプを利用することで、
火災予防条例などにも抵触することがなく、乾燥炉の設置自由度を広げることがで
きる。また、省エネ性に優れ、さらに作業環境の改善も図れることが評価された。
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循環加温ヒートポンプ

ヒートポンプ乾燥炉
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アンデックス株式会社 山波工場さま
塗装・乾燥工程での
安全性の確保を目指して
アンデックス株式会社 山波工場では、塗装
設備、塗装ブース、乾燥装置の設計から板
金加工、塗装、組み立てまでの一貫生産を
行っている。
塗装においては、脱脂後に手吹きによるス
プレー塗装を行い、大型乾燥炉で乾燥する。
「作業効率維持のためには、開放式の塗装
ブースの近傍に乾燥炉を設置する必要があ
りましたが、安全性確保の課題があり、消
防署への乾燥設備の届
け出に関して躊躇して
いました」取締役 吉田氏

そこで、パートナー企業である東芝キヤリ
ア株式会社へ相談し、従来のガスバーナー
式乾燥炉から、乾燥工程に火気を使用せず
極めて安全性の高いヒートポンプ式乾燥炉
の検討を行い、導入を決定した。
「当社では、従来からヒートポンプ式塗装・
乾燥ブースを東芝キヤリア株式会社と協働
で研究・開発し、多くのユーザーへ提供し
てきました。ヒートポンプを活用すること
で、特に安全性を要求される塗装・乾燥工
程において、乾燥炉の設置位置への自由
度が広がることは非常に有効で、生産効率
向上への一助になると考えています。
山波工場への導入においても、ヒートポン

プの安全性の高さが決め手となりました」
技術部次長兼設計開発課長 村上氏

ヒートポンプの導入により
大幅な省エネ化や
作業環境の改善を実現
空気を熱源とするヒートポンプは、冷媒に
より熱を空気中から汲み上げ、循環する二
次媒体の水を加熱する熱源機である。少な
いエネルギーの入力に対し、大きなエネル
ギーを得ることができ、大幅な省エネ化を
可能とする。同社では、高効率の「循環加
温ヒートポンプ」を乾燥炉に採用すること
で、一次使用エネルギーを60%削減でき
る見込みである。さらに、乾燥時間や乾燥
炉内の温度・湿度を詳細に設定・制御が可
能となり、従来の乾燥方法に比べて、塗装
品質の向上も図れるという。 
また、将来的にはヒートポンプからの排気
冷風を夏季に工場内に供給し、高温多湿と

なる塗装・乾燥工程の作業環境改善も図っ
ていきたいと考えている。

空気と温度・湿度を制御する
塗装乾燥ブースの提案
航空機や鉄道車両の塗装では、一定の温
湿度で塗装するよう厳しい規定が設けられ
ている。今後、精密部品の塗装はさらに厳
しい管理が必要になると予想される。
ヒートポンプ式乾燥炉は、厳密な温度・湿
度管理を可能とし、厳しい条件を求められ
る塗装・乾燥工程においても柔軟に対応す
ることができ、省エネ化や環境配慮にも寄
与する。さらに、劣悪な塗装・乾燥工程の
作業環境の改善に大きな効果を発揮する。
2016年6月に本社内にヒートポンプ式塗
装乾燥ブースを実際に体感できる「ライブ
ファク卜リー」を開設。さまざまな課題を抱
えるユーザーに対して、最適な塗装環境の
提案を行っている。
「当社では、塗装品質の
向上、作業環境改善、温
暖化対策をキーワード
に、技術開発を行って
います。本社に開設した
『ライブファクトリー』へ
是非お立ち寄りいただ
き、ヒートポンプ式塗装乾燥ブースを体感
していただきたい。今後も空気と温度・湿
度を制御する塗装乾燥メーカーとして、最
適な塗装環境を多くのユーザーへ提供し
ていきたい」専務取締役 田邊氏

■ 設備概要

【取材：2016年11月】

循環加温ヒートポンプ 〔東芝キヤリア㈱〕
・加熱能力：70ｋＷ

■ 塗装・乾燥ブースフレーム製造工程
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山波工場での作業

■ システムフロー
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